
鳥取県感染症情報センターHPより 
（12月 13日現在） 

★…警報が出ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現在鳥取県東部で流行している感染症についてお知らせします。 

感染性胃腸炎 

嘔吐、下痢が主な症状で、細菌やウイルスによって起こる、感染

力の非常に強い病気です。 

 

 

 

 

 

発熱、のどに痛み、発疹などの症状が見られる感染症です。 

 

呼吸器感染症の一つで、発熱、咳、鼻水などの症状があります。 

 

 

 

 

ウイルスが原因で結膜に炎症を起こし、目の充

血、涙、目やになどの症状があります。 

岩美南小学校 保健だより 

No.１０ （Ｈ２７．1２．２１） 

 

※嘔吐、下痢、腹痛の症状があれば、早めに受診しましょう。 

※トイレ後、食事前、調理前は必ず石けんで手洗いをしましょう。 

※感染した人の便や嘔吐物は適切に処理しましょう。 

A群溶血性レンサ球菌感染症（溶連菌感染症） 

※帰宅したら必ず石けんで手を洗いましょう。 

※咳エチケット（咳やくしゃみを人に向けてしない）を心がけましょう。 

※症状のある人はマスクをして、早めに受診しましょう。 

RSウイルス感染症 

流行性角結膜炎 

※症状がある場合は早めに受診しましょう。 

※手洗い、手指消毒をしましょう。 

※症状のある人とのタオルの共用はやめましょう。 

咽頭結膜熱（プール熱） 

ウイルスの感染により、発熱、のどの痛み、結膜

炎を引き起こします。 

※流水と石けんで手を洗いましょう。 

※感染者とのタオルの共用などはやめましょう。 

※症状のある場合は早めに受診しましょう。 

伝染性紅斑（りんご病） 

両ほほが赤くなり、微熱やかぜのような症状が 

あらわれる、ウイルスによる感染症です。 

※帰宅したら必ず石けんで手を洗いましょう。 

※咳エチケットを心がけましょう。 

感染症予防のために、  内

のことに気をつけながら、冬休

みも元気に過ごしてください。 


